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①高速自動車国道の路線名 

 

 

②連結位置及び連結予定施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速自動車国道の路線名 ： 北陸自動車道 

連 結 位 置 ：石川県能美市
の み し

 

 

連結予定施設  

高速自動車国道：北陸自動車道本線 

一 般 道 路：（仮称）市道能美根上スマートインター線 

【所在地の概要】 
・所在地： 

石川県能美市吉原釜屋町 

（旧根上町地内） 

・統計資料： 

旧根上町地内 人口：16,077 人 

 面積：13.57  km2 

能美市 人口：48,688 人 

(全域) 面積：83.85  km2 

出典：H22 国勢調査,いしかわの都市計画 2010 

 

図 スマートＩＣの設置位置図 

(仮称)能美根上 

スマートＩＣ 

約 6.0km 

約 5.0km 

(仮称)能美根上 

スマートＩＣ 
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■幹線道路へのアクセス道の整備状況について  

・スマートＩＣから最寄りの幹線道路は主要地方道金沢美川小松線である。 

・アクセス道である市道は２車線以上で整備済みであり、アクセス性に問題は無い。  

  （市）木曽街道線（２車線 歩道あり 整備済み）  

  （市）根上国道線（４車線 歩道あり 整備済み）  

 

 

図 スマートＩＣ周囲の道路整備状況図 
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③連結を必要とする理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平成 17 年 2 月に根上町、寺井町、辰口町の 3 町が合併して誕生した能美市は、北陸自動車道が通

過するにもかかわらず高速道路ＩＣが設置されていない石川県内で唯一の市である。そのため、

既設高速道路ＩＣアクセス 10分圏内の空白地帯が存在しており、高速道路ＩＣへのアクセスが不

便な状況となっている。 

 

・能美市には、手取川沿いに豊富な水資源を活用した先端産業、日本ガイシ、ジャパンディスプレ

イ、東レなどが進出している。また、昨年 8 月には株式会社パルタックが進出表明するなど、企

業の集積が進んでおり、これらの企業から物流の効率化のため、スマートＩＣの設置が望まれて

いる。 

 

・能美市には、「いしかわ動物園」「辰口丘陵公園」などのレクリエーション施設や「辰口温泉」が

あり、九谷焼の掘り出し物が販売される「九谷茶碗まつり」とともに、全国から多くの来訪者が

あるが、北陸自動車道からのアクセスが悪く、スマートＩＣの整備による利便性の向上が課題で

ある。 

 

・東日本大震災後、市民の防災意識が高揚しており、スマートＩＣの設置による救急搬送時間の短

縮や災害時の避難路の確保及び、広域ネットワークとの接続による迅速な復旧活動の支援の強化

が課題である。 

 

・能美市は、「第 1 次能美市総合計画」（Ｈ19.3）において、南北軸（北陸自動車道、国道 8 号、加

賀産業開発道路）に比べ、市内外の連携に重要な東西軸が不足しており、本市の速やかな一体化

および広域交流促進に向けて、都市計画道路も含め、幹線道路網と生活道路によるネットワーク

型道路網の整備・充実を図るものとしており、広域交流軸・市内連携軸に係る道路整備の施策の 1

つとして、北陸自動車道のＩＣの設置を事業メニューに挙げている。 

 

・「能美市都市計画マスタープラン」（Ｈ21.12）における整備方針では、市内の工場が集積する北部・

西部地区に直結する北陸自動車道のＩＣの設置促進を挙げている。 

 

・「小松能美都市圏総合都市交通計画」（Ｈ20.12）においては、交流を促進する交通体系として高速

道路の活用を挙げており、その中で、能美市から高速道路へのアクセス向上を図るため、能美市

内における追加ＩＣの整備検討を挙げている。 

 

・能美市の現状の課題と都市計画を踏まえ、高速道路と国・県・市道の道路網が一体となった幹線

ネットワークの形成が不可欠であり、都市計画道路も含めた幹線道路網の整備・充実とともに、

高速道路への結節点であるスマートＩＣの整備を進める必要がある。 
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④計画交通量，供用予定時期 
 

 

 

  

 ○計画交通量 

   

【Ｈ42 将来】 

   計画交通量は、スマートＩＣがＥＴＣ専用であることから、推計交通量にＥＴＣ利用率 90％を乗

じた値とし、1,450 台/日を計画交通量とした。 

                                 

 

 【スマートＩＣ計画交通量】 

○計画交通量   ： 1,450 台/日（H42 将来推計交通量） 

○供用予定時期 ： 平成 29年度 

H42 将来推計交通量 １，６１４台/日 

スマートＩＣの ETC 利用率： 90％ 

H42 計画交通量 １，４５０台/日 
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⑤連結のために必要な工事に要する費用の概算額 

 

 

 

 

 

 

 

⑥管理・運営形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運用車種】 

表 中日本高速道路株式会社 料金車種区分 

 

   

○全体額   ： 29.2 億円 

（内訳）能 美 市  ：    9.1 億円 

機      構 ：  18.2 億円 

中日本高速道路㈱ ：  1.9 億円       ※事業費は税込み 

○運用形態 

 ・上り（小松方面）、下り（金沢方面）の両方向のフルインター型式 

○運用車種 

 ・ＥＴＣ車載器を搭載した全車種 

○運用時間 

 ・24 時間運用 

○ETC 監視員 

 ・上下線集約で常時 1名体制 

○運用上の安全対策 

  ・監視員の 24時間配置 

  ・ダブルゲートによる誤進入対策 

- 5 -



⑦管理・運営のために必要な費用の概算額 

 

 

 

  ・スマートＩＣの管理・運営のために必要な費用の概算額は下表のとおりである。 

 
表 スマートＩＣの管理・運営に必要な費用の概算額 

 項   目 
費 用 

［単位：百万円/年］

高速道路

株式会社 

(1)ETC 監視員人件費 
ETC 監視員人件費 30.3

計 30.3

(2)保守点検費 

 

料金機械点検・補修費 1.0

ETC（施設）点検費 2.5

光熱水費 3.0

路面清掃・補修費等 1.0

雪氷対策費 2.0

計 9.5

小 計  39.8

消費税  2.0

合計（税込） 41.8

能美市 

(1)道路維持管理費 路面清掃・補修費等 0.19

小 計 0.19

消費税 0.01

合計（税込） 0.2

合計（税込） 42.0

 
 

 

 

 

○スマートＩＣの管理・運営のために必要な費用の概算額は、約 42百万円／年である。 
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⑧当該ＩＣの設置により期待される整備効果 

1.高速道路利用者の利便性向上 

 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 高速道路ＩＣへのアクセス 10分圏域図 

□高速道路ＩＣへの所要時間 

・能美市役所から、 美川ＩＣへの所要時間   18 分   

小松ＩＣへの所要時間   17 分 

・能美市役所から、スマートＩＣへの 所要時間 12 分⇒［5～6 分短縮］ 

□高速道路ＩＣアクセス 10 分圏内人口 

 ・能美市内で 10分圏域人口 30,600 人増加⇒［能美市内の 10 分圏域人口が 16%から 79%に増加］ 

表 スマートＩＣ整備後の高速道路ＩＣアクセス 10分圏内の人口の変化 

整 備 前 整 備 後 

ＩＣ名称 10 分圏域人口 
内 能美市人口 

（）人口割合 
ＩＣ名称 10 分圏域人口 

内 能美市人口 

（）人口割合 

美川ＩＣ 30,500 人 0 人（ 0％） 美川ＩＣ 30,500 人        0 人  （ 0％）

小松ＩＣ 37,200 人    8,000 人（16％） 小松ＩＣ 37,200 人    8,000 人  （16％）

小  計 67,700 人  8,000 人（16％） 小  計 67,700 人    8,000 人  （16％）

 スマートＩＣ 33,100 人※  30,600 人※ （63％）

合  計 100,800 人※  38,600 人※ （79％）

 

○北陸自動車道の小松ＩＣから美川ＩＣのＩＣ間距離は約 11km と長く、工業地帯が集積している能美

市北西部には高速道路ＩＣアクセス 10分圏内の空白地帯が存在しており、高速道路ＩＣへのアクセ

スが不便な状況である。 

○スマートＩＣを整備することにより、高速道路ＩＣ間距離が約 5～6km 程度となり、能美市内の高速

道路アクセス 10 分圏内人口が増加し、高速道路利用者の利便性向上が期待される。 

※小松・美川ＩＣと重複する高速道路ＩＣアクセス 10分圏内の人口を除く

出典：白山市、川北町、能美市、小松市における H24.8 末現在の住民基本台帳

能美市

小松市

白山市

川北町

(仮称)能美根上

スマートＩＣ 

小松ＩＣ 10 分圏 

美川ＩＣ 10 分圏域 美川ＩＣ

       工 業 地     

       高速道路ＩＣアクセス

10分圏内追加地域  

IC
間

距
離

 
L=

約
11

km
 

能美市役所 

スマートＩＣ

10分圏域 
小松ＩＣ
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2.地域産業の活性化 

2-(1) 産業の活性化 

 

※出典：平成 20年度加賀地区物流交通体系実態調査業務委託 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

図 能美市及び周辺の工業地立地状況 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○能美市には、海岸部や手取川沿いに工業地があり、製造品出荷額は石川県内の約 2割を占めている。

○それらの工業地では、金沢港を拠点とした海運や、関西・関東への資材、製品等の輸送に、約 69％

が北陸自動車道を利用している※。 

○スマートＩＣを整備することにより、既往企業の輸送時間の短縮や輸送の円滑化を支援し、新規企

業の進出も期待される。 

○また、能美市内においても、スマートＩＣの整備による産業の活性化を期待する声が多く寄せられ

ている。 

東レ

加賀東芝

日本ガイシ ＳＯＮＹ

小松精練

写真 能美市内の企業 

（仮称）能美根上 

スマートＩＣ 

美川ＩＣ

        工 業 地 

小松ＩＣ

吉原釜屋町工業団地

浜町・道林町工業団地

（小松精練他）

山口町工業適正地
寺井鉄工団地

能美工業団地

(日本ガイシ他)

赤井工業団地

(ＳＯＮＹ他)

東レ 
粟生工業団地

橋工場適地

舟場島工業団地

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

岩内工業団地

(加賀東芝他) 
いしかわ

ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ

至 金沢港

能美市

小松市

白山市

川北町

←手取川 

下清水工業団地 
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人 口 （人）
製造 品 出 荷額

（億 円 ）
従 業員 数 （人 ） 事 業所数

県 全体 1,167,931 23 ,742 93,901 3,190

能 美市 49,665 2 ,197 7,795 211

川 北町 6,227 2 ,096 2,420 42

小 計 55,892 4 ,293 10,215 253

能美 市 、川北 町 の 割合 5% 18% 11% 8%

  ■製造品出荷額の状況 
スマートＩＣを利用すると考えられる能美市、川北町の人口は、県全体の５％であるが、製造品出

荷額は県全体の約２割を占めており、石川県の主要な工業地帯である。 

                         表 能美市・川北町の製造品出荷額 
 

 

 

 

 

 

■企業の進出と要望 
近年は工業地への企業

進出も進んでおり、既存

企業から早期のスマート

ＩＣ整備の要望がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地域からの声 
能美市商工会から、地域経済の活性化を図るため、スマー

トＩＣ整備の要望がある。 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

   

 

○Ａ社のヒアリング結果（平成 24年 11 月 16 日） 

①業務内容 
関西地方、東海地方、北陸地方に繊維製品を包装、

梱包、輸送している。 

②高速道路利用状況 
利用頻度は、１日あたり１０回以上である。弊社か

ら、製品の出荷に主に小松ＩＣを利用している。また、

社用で金沢、富山へ往復する際も高速道路を利用して

おり、美川ＩＣからの利用に比べ時間短縮が可能にな

る。 

③スマート IC の利用意向 

小松ＩＣ、美川ＩＣに至る道路が狭いため、大型車

が通行しづらい状況である。弊社は、木曽街道線に隣

接しているため、スマートＩＣができれば便利になる

と思う。また、弊社に資材を搬入している業者も利便

性が増すものと考える。

出典：住民基本台帳、平成 22年工業統計調査 

 出典：H24.8.23 北國新聞

出典：H23.2.10 北國新聞
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2-(2) 観光振興の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 主要観光施設へのアクセス時間 

 

 表 施設の来訪状況   

名  称 来訪人数（単位：人／年） 

辰口温泉  72,000 

辰口丘陵公園 225,000 

いしかわ動物園 322,000 

クアハウス九谷 334,000 

九谷焼資料館   11,000 

九谷茶碗まつり  250,000 

出典：統計からみた石川県の観光（平成 23年） 

○能美市には、伝統産業九谷焼、温泉、動物園、遊戯施設など数多くの観光資源があるが、これらの

施設は小松ＩＣ 、美川ＩＣ から 15 分前後の地域に立地しており、アクセス時間の短縮が課題で

ある。 

○スマートＩＣを整備することにより、観光・レクリエーション施設へのアクセス時間が短縮し、来

訪者の増加が期待される。 

美川ＩＣ

5 分圏

10 分圏 

15 分圏

辰口温泉

クアハウス九谷

10 分圏

15 分圏

小松ＩＣ 

辰口丘陵公園

5 分圏 

5 分圏 

10 分圏

15 分圏

（凡 例) 

スマート IC  スマート IC 

未整備時    整備時 

5分圏

10分圏

15分圏

いしかわ動物園

アクセス性の向上

（仮称）能美根上 

スマートＩＣ 

九谷焼資料館九谷茶碗まつり
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3.災害時の避難・復旧活動の支援 

 
 
 
 

 
   

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：能美市 手取川、梯川洪水避難地図（全体図）2007） 

図 能美市手取川・梯川洪水避難地図 

○能美市の地形は、西部に海岸部段丘、東部に白山丘陵地があり、市街地は低平地である。このため、

万一、一級河川手取川が氾濫した場合、市中心部のほぼ全域で浸水被害が生じることが予想される。

○一級河川手取川が氾濫した場合、海岸部の幹線道路である(主)金沢美川小松線が冠水し通行不能に

なるため、災害支援活動を支える代替路線が必要である。 

○スマートＩＣを整備することにより、スマートＩＣを経由した迅速な救急搬送や救援活動、及び支

援物資の円滑な輸送が可能となり、災害時の円滑な避難や復旧活動を支援する高速道路へのアクセ

ス向上や、広域的なネットワークが確保される。 

手取川 

梯川 

（仮称）能美根上

スマートＩＣ

（主）金沢美川小松線を 

 含む周辺道路が冠水し、 

通行不能となる。 
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4.救急医療への支援 

 

 
  図 救急医療への支援説明図 

■能美市役所根上分室から石川県立中央病院 

 （第 3 次医療施設）への所要短縮時間 

 スマートＩＣ未整備時（美川 IC経由） ：約 26分 

 スマートＩＣ整備時（スマート IC経由）：約 21 分  

［約 5 分の短縮］ 

    ↓ 

石川県立中央病院への救急搬送時間が短縮 

されることにより、生存率が向上する。 

  多量出血患者生存率    

スマートＩＣ未整備時 ：約 65％ 

      スマートＩＣ整備時  ：約 80％ 

［約 15％の向上］ 

○能美市には第 3次医療施設が無いため、救急時の迅速な搬送が課題である。 

○直近の第 3 次医療施設である石川県立中央病院は、北陸自動車道金沢西ＩＣに近接しており、

北陸自動車道を利用した救急搬送が求められている。 

○スマートＩＣを整備することにより、北陸自動車道へのアクセスが迅速化され、第 3 次医療施

設への救急搬送時間の短縮による救急医療活動を支援する。 

図 カーラーの救命曲線 
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スマートＩＣ
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⑨供用時を基準年としたときの費用便益比(Ｂ/Ｃ)及び採算性 

 

 

 

・スマートＩＣ整備による社会的便益は、約 77.4 億円／50年（現在価値換算）となる。 

  

・また、スマートＩＣ整備にかかる事業費と供用後 50年間の維持管理費の合計は、約 35.0 億円 

（現在価値換算）となる。 

  

・このため、費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、77.4 億円／35.0 億円＝2.21 となり、十分な投資効率性が確

保される。 

 

 

 

 
 
 
・スマートＩＣが整備されることによる、周辺ＩＣの交通転換の影響も含めた料金収入の年間増収入

額は、約 54 百万円/年である。  

 

・スマートＩＣの管理・運営費が約 42百万円／年であるため、年間増収入額と比較すると 54百万円

＞42百万円となり、採算性は確保される。 

 
 ・なお、年間増収入額は、中日本高速道路株式会社管内の平均割引率実績より、標準料金からの料金

割引率（32.6％）と、ETC 利用率（90％）によるスマートＩＣ利用交通量の減少量を考慮した。  

 
 

○B/C=2.21 

  （基準年：平成 24 年，供用後 50 年間） 

○採算性=1.29 

  （年間増収入額：約 54 百万円、管理・運営費：約 42 百万円） 
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